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三
笠
ホ
テ
ル
よ
り
古
い
明
治
33

年
に
建
設
さ
れ
た
三
井
三
郎
助
別

荘
が
、
今
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
『
あ
さ
が
来
た
』
で
、

主
人
公
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
広
岡

浅
子
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

浅
子
は
小
石
川
三
井
家
六
代
当
主

の
娘
で
、
三
井
三
郎
助
（
高
景
）

と
は
姉
弟
の
よ
う
に
仲
が
よ
か
っ

た
。
た
び
た
び
こ
の
別
荘
を
訪
れ

て
お
り
、
別
荘
で
撮
っ
た
写
真
や

籐
イ
ス
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

　
約
10
年
前
に
所
有
者
か
ら
軽
井

沢
町
へ
建
物
を
寄
贈
す
る
と
い
う

話
が
持
ち
上
が
り
、
一
旦
、
ま
と

ま
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
後
、

話
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
建
築

学
的
に
み
て
も
洋
館
と
和
館
が
続

い
て
い
る
別
荘
は
珍
し
く
、
洋
館

の
内
部
か
ら
は
当
時
の
上
流
階
級

の
別
荘
生
活
が
う
か
が
え
る
。

 

「
首
相
や
文
部
大
臣
を
務
め
た
西

園
寺
公
望
や
、
イ
ン
ド
の
詩
人
タ

ゴ
ー
ル
が
泊
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
、
歴
史
的
な
こ
の
建
物
は

文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
高
い
」

と
軽
井
沢
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

軽
井
沢
に
現
存
す
る
最
も
古
い
洋
館
別
荘

業
す
る
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
大
地
の
恵
み
」、
自
家
製
チ
ー
ズ

販
売
の
ア
ト
リ
エ
・
ド
・
フ
ロ
マ

ー
ジ
ュ
（
東
御
市
）、
白
ほ
た
る
豆

腐
店
が
入
る
。
定
期
的
に
そ
ば
打

ち
体
験
を
開
く
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
初
日
は
多
く
の
人
が

訪
れ
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
軽
井
沢
産

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、
開
店
か
ら
1
時

間
も
経
た
ず
に
完
売
す
る
野
菜
も
。

長
ネ
ギ
や
椎
茸
な
ど
を
購
入
し
た

町
内
の
成
田
け
さ
子
さ
ん
は
「
新

鮮
な
野
菜
が
多
く
、
値
段
の
表
示

も
わ
か
り
や
す
い
。
ま
た
訪
れ
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
2
週
間
を
迎
え

た
5
月
10
日
、
施
設
長
補
佐
の
松

澤
卓
司
さ
ん
は
「
順
調
な
滑
り
出

し
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
5

月
5
日
ま
で
は
か
な
り
の
人
出
で

し
た
。
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
、
午

前
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い

で
す
ね
」
と
話
し
た
。

　
軽
井
沢
の
南
地
区
エ
リ
ア
の
農

業
、
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
て
、

軽
井
沢
町
が
建
設
し
た
農
産
物
直

売
施
設
「
軽
井
沢
発
地
市
庭
」
が

4
月
26
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
直
売
所
に
は
、
株
式
会
社
軽
井

沢
直
売
所
所
属
の
会
員
農
家
が
持

ち
込
む
レ
タ
ス
や
ト
マ
ト
な
ど
の

野
菜
が
並
ぶ
。
町
商
工
会
認
定
の

「
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
」
の
商
品
や
、

岩
手
県
大
槌
町
の
水
産
加
工
品
を

置
く
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
。

　
テ
ナ
ン
ト
に
は
、
指
定
管
理
者

「
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
シ
ン
ワ
」
が
営

会
長
・
大
久
保
保
さ
ん
は
評
価
す

る
。
現
所
有
者
も
そ
の
価
値
を
認

め
、
こ
の
建
物
を
生
か
し
た
活
用

法
を
募
り
検
討
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
な
か
な
か
名
案
が
上
が
ら

な
か
っ
た
。

　
今
回
の
「
浅
子
ブ
ー
ム
」
を
き

っ
か
け
に
、
文
化
遺
産
の
活
用
法

の
一
つ
と
し
て
内
部
見
学
の
ツ
ア

ー
を
軽
井
沢
総
合
研
究
所
が
4
月

下
旬
か
ら
始
め
た
。
1
2
0
年
を

経
た
建
物
は
損
傷
が
大
き
く
、
傷

ん
で
い
る
床
や
壁
な
ど
一
部
を
補

修
し
、
洋
館
だ
け
は
見
学
で
き
る

よ
う
に
し
た
が
、
和
館
は
床
が
抜

け
落
ち
て
い
て
見
学
で
き
る
状
態

に
は
な
い
と
い
う
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
朽
ち
果
て
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る

軽
井
沢
関
係
者
や
日
本
女
子
大
関

係
者
が
集
ま
り
、
修
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
メ
ン
バ
ー

に
は
、
こ
の
別
荘
を
見
守
っ
て
来

た
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
増

三
井
三
郎
助
別
荘
の
修
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
「
軽
井
沢
発
地
市
庭
」

G
W
も
多
く
の
人
出
「
滑
り
出
し
順
調
」

営業時間は 9 時から 17 時で年中無休。グランドオープンは
露地物のキャベツなど、軽井沢産野菜が出回る 6 月 25 日。

渕
宗
一
さ
ん
や
、
広
岡
浅
子
の
一

番
弟
子
で
あ
っ
た
井
上
秀
の
孫
・

杉
田
泰
之
さ
ん
（
南
原
文
化
会
理

事
）
ら
が
参
加
し
、
協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
別
荘
見
学
ツ
ア
ー

と
並
行
し
て
寄
付
金
も
集
め
、
ツ

ア
ー
の
利
益
と
寄
付
金
で
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
修
理
し

て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。
募
金
は

軽
井
沢
新
聞
社
で
も
受
け
付
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
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音楽家・抽象画家

マキ 奈尾美 さん

20 年間で 4カ国を転々
伝統取り入れ作曲、演奏活動

　外交官夫人として、20 年間で 4

カ国（ニューヨーク 3 年半、ロンド

ン 7 年、ソウル 4 年半、モスクワに

5 年半）を渡り歩いた。外交活動や

4 人の子育てに追われながらも、シ

ンガーソングライターとして作曲、

演奏活動を続けた。国や人種を越え、

各国のアーティストとでコラボレー

ションし、これまでに 4 枚の CD を

リリースした。ロシア国立東洋美術

館で個展を行うなど、画家としても

精力的に活動してきた。

　2006 年、英国のロックバンド「キ

ング・クリムゾン」元メンバーで、

エレクトリックヴァイオリ二ストの

デヴィッド・クロスさんと即興で作

品制作。デヴィッドさんの奏でるヴ

ァイオリンのメロディーに、マキさ

んがピアノと歌を重ねた。

 「お互いの子どもがロンドン補習授

業校に通っていた縁で親しくなりま

した。即興の音楽はどうしても前衛

的になっちゃうけど、彼とはアート

とポップのギリギリの音を出せる」

　その国での生活が何年続くか、次の

赴任先がどこになるかは、直前までわ

からない。それでも、新しい国での生

活が始まれば「無制限一本勝負」と、

最初から活発に動くのがマキさんのや

り方。その国について深く知るには「伝

統のものを五感で感じるのが近道」と、

韓国では伝統舞踊や民謡をアレンジし

て自身の曲に取り入れ、モスクワでは

ロシアンバレエを習った。

　末っ子が大学へ進学し、子育てが一

段落したのを機に昨夏より軽井沢に常

住。母方の祖父の別荘があり、小学生

の頃から訪れていた軽井沢は「心のふ

るさと」。海外赴任中も必ず、夏冬一

回ずつは家族大移動で日本へ帰国し、

軽井沢で過ごすのが習慣だった。

　今年一月から毎月一回、軽井沢大

賀ホールの演奏者ラウンジで、「みん

なで集い歌う会・歌声の森」を開い

ている。日本の四季の歌や世界の名

歌に加え、『千ヶ滝小唄』『丘を越えて』

など軽井沢ゆかりの曲も歌う。

 「歌が苦手、音程がとれないという人も

大歓迎。『あー』『おー』と声を出して

心と身体を響かせるだけで深いところ

に到達できる。周りの人と一つのトー

ンに重なり合う美しさを感じてほしい」

　夫や子どもは国内外を飛び回る生

活で、一家勢揃いする機会は少ない。

それでも「世界で唯一、家族全員が

集まれる場所は軽井沢だけ」。夏に

は、各地に散らばった家族が、軽井

沢の家に集合する。

三
井
三
郎
助
別
荘

みんなで集い歌う会・歌声の森
6/3（金）19:00 〜、軽井沢大賀ホール演奏者ラ
ウンジ／要予約。TEL090-2369-3446


